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ハワイと日本の「食文化」今昔未来物語　ワークシート





[bookmark: _Hlk100155231]（　　　）年（　　　）組（　　　）番 氏名（　　　　　　　　　　　　　　）

【単元を通して考え続ける問い】
[bookmark: _Hlk141512202]◎紙芝居「弁当からミックスプレートへ」を観て感じ、展示や資料を見学したプロセスから、あなた自身が将来に残したい日本の「食文化」は何でしょうか？

【事前学習（１時間目）】

問．あなたが20年後に残したい日本の「食文化」とは何でしょうか。
	



	




＜ワーク＞紙芝居「弁当からミックスプレートへ」を観てみましょう！

問１.この紙芝居を観て、どのような気持ちになりましたか？
	気持ち
	理　由

	
	


問２.この紙芝居で気になる箇所をチェックしてみましょう。
	






問３.あなたが将来に残したい日本の「食文化」（探究するテーマ）は何ですか。関係すると考えた展示・資料の見当をつけましょう。
	






＜資料分析＞「ハワイの日系人」を読んでみましょう！
	　2000年の人口センサスによると、現在ハワイには全人口の約17％にあたる約20万人の日系人がくらしている。では、なぜハワイに日系人が多く住んでいるのだろうか。
　19世紀中頃、製糖業が主要産業となっていたハワイでは、労働力不足を解消するために低賃金労働者が必要とされていた。1868年、日本人最初の海外移住者約150人が砂糖きびプランテーションの労働者としてハワイに渡った。1868年が明治元年にあたることから彼らは「元年者 (がんねんもの)」と呼ばれた。1881年には、ハワイ国王カラカウアが来日して、中国人に代わる労働力を求めて日本人の移民誘致を日本政府と交渉した。そして1885年には政府間の契約による「官約移民」約1,930人が当時の不況による経済的理由から故郷を離れ、その後1894年に官約移民制度が廃止されるまでに、26船約2,900人がハワイへ移住した。その後は民間の移民会社が移民を斡旋するようになり、広島、山口、沖縄、熊本などから多くの人々がハワイに移住し、1924年にハワイで日本人の移住を事実上不可能にした「東洋人排斥法」と呼ばれる法律ができるまで約22万人がハワイに渡った。
　プランテーションでは、中国、韓国、ポルトガルなどからの移民と共に働き、弁当のおかずの交換などの交流をしていた。現在ハワイの食堂で見られる多様なエスニックのおかずの盛り合わせプレート「ミックスプレート」は、このプランテーション時代のおかず交換から生まれた。ハワイ島ヒロにあるアラエ墓地では、日系人のほか、コリアン系移民の墓、沖縄系移民の墓が共に並び、太平洋を挟んだアジアの方角に向いている。これらのことから、日本人移民、コリアン系移民が共に同じ歴史的経験を持ち、交流を持っていたことを垣間みることができる。
　1941年12月7日（日本時間8日）、日本軍による真珠湾攻撃が行われた直後、ハワイでは直ちに戒厳令がしかれ、日本語新聞の発行や日本語によるラジオ放送は禁止され、日本語学校は閉鎖された。翌1942年2月19日には「大統領行政命令9066号」が出され、アメリカ西海岸に居住していた約12万人の日系人は、アメリカ国内10箇所の収容所に入れられた。しかし、ハワイの日系人の多くは収容されなかった。それは当時ハワイ全人口の40％近くを占めている日系人を強制的に隔離することによる地元の経済に与える影響の大きさを考えたからである。
　戦時中アメリカへの忠誠心を疑問視された日系人の中には、アメリカの戦争遂行に進んで協力し、従軍する者もいた。約1,300人にのぼるハワイの二世がアメリカ軍第100歩兵大隊（二世部隊）所属の兵士となり、やがて本土の二世兵士が加わって442連隊が編制された。ヨーロッパ戦線に送られ、多くの戦死者を出して勇敢に戦った442連隊は、アメリカ陸軍史上もっとも勲章を受けた部隊と呼ばれ、彼らが示した日系人の忠誠心と活躍は、日系人に対する評価を大きく変えることになった。
[image: ]　戦後、多くの日系人は努力によって急速に自己の生活を再建し、目覚ましい経済的、政治的発展を遂げ、ハワイでの日系人の地位は向上していった。今日、日系社会の中心は三世、四世となり、日本語を話せる人のほうが少なくなってきている。近年は日系人以外と結婚するケースが増えている。そのような中で、最近の若い日系の世代は、ハワイという土地に根ざし、多様な文化が接触、ミックスすることによって生まれたハワイ独自の文化を共有する「ロコ」（ローカルに由来）という意識を持つ者や、アジア系と白人のミックスを意味する「ハパ」（Hapa、ハワイ語の「半分」の意に由来）の意識を持つ者が現れている。






（提供：JICA横浜 海外移住資料館）


　出典大津和子編著（2014）『日韓中でつくる国際理解教育』明石書店
問１.資料によると「元年者 (がんねんもの)」と呼ばれた人たちはどのような人たちでしょうか。
	





問２.資料によるとプランテーションでは、どのような国々の移民とともに働いていましたか。
	





問３.資料によると「ミックスプレート」とは、どのようなものでしょうか。また、どのように生まれたでしょうか。
	





問４.資料によるとアラエ墓地には、どのような人たちの墓がともに並んでいますか。
	





問５.資料によると第二次世界大戦中の４４２連隊とはどのような部隊だったでしょうか。
	





問６.資料によると４４２連隊は日系人の評価にどのような影響を与えましたか。
	





問７.資料によると「ロコ」という意識とは、どのようなものでしょうか。
	




問８.資料によると「ハパ」という意識とは、どのようなものでしょうか。
	




【事前学習（2時間目）】

＜資料分析＞「人の移動は何をもたらすか」を読んでみましょう！

	　人が移動すると、移動した人々が持っている文化と移動先の文化が持続的、直接に接触することによって、その一方あるいは双方の文化に変化が生じたり、複数の文化が混じり合って新しい文化が生まれたりする。そのような現象を文化変容と呼んでいる。文化変容には、社会の文化的要素の変容と、異文化接触を体験した個人レベルの行動様式や価値観の変容の両方がある。文化的要素の変容としては、衣食住などの生活文化の他、言語、芸術、宗教、制度等々の変容があげられる。また、個人的レベルでの変容としては、移民や留学生における文化的適応過程をあげることができる。
　前者の言語の例としては、移動民の持ち込んだ言語が現地の言語と接触することによって生まれるピジン語や、そのピジン語がその話者の子どもたちによって母語として話されるようになったクレオール語がある。これらクレオール語の多くは植民地化の過程の中で誕生した。フランスによる植民地化によって生まれたモーリシャスのクレオール語、イギリスやフランスによる植民地化によって生まれたバヌアツ共和国のビスラマ語などがその例である。
　音楽を例にあげれば、今日ではジャマイカの文化を代表しているかのように語られるレゲエは、もともとジャマイカに存在したリズムに、移民の集まるコミュニティでさまざまな移民の持ち込んできた音楽要素が混じり合い、またアンプなどのテクノロジーの変革を通じ生じたハイブリッドなエネルギーを持ち、多くの人たちをも魅了する適応力のある音楽になった。
　ファッションや食べ物などの日常の文化を例にあげれば、現在、ハワイでフォーマルウエアとしても通っているアロハシャツは、日本人移民が着物を西洋の開襟シャツ風にリフォームしたり、着物用布をシャツ風に仕立てたりするようになったことから生まれたといわれている（写真１）。
　また食文化を例にすれば、ハワイでは歴史的にプランテーションに従事するために集まってきたさまざまな国からの移民の交流によって、独自の食文化が形成された。砂糖きびなどのプランテーションに従事したさまざまな国からの移民は、毎日の昼食にそれぞれ特色ある弁当を持参した。彼らは共に昼食をとる間に自然にお互いに持ち寄った食べ物を交換しあうようになった。やがてこれらの経験が、さまざまな国や地域の郷土料理を一つの皿に盛りつけた「ミックスプレート（またはプレートランチ）」と呼ばれるハワイ特有の食文化を誕生させた。このような食文化の融合は現在まで受け継がれており、ハワイ料理のレストランにおいて代表的なメニューの一つになっている（写真２）。
　後者の個人的レベルでの文化変容は、同化、統合、分離、境界化の四つのタイプに分類される。同化は、異文化接触において相手の文化を全面的に肯定し、自らを相手の文化に同化させようとする変容である。統合は、自文化アイデンティティを保持しながら、ホスト国の文化も積極的に認め、良好な関係を形成する変容である。分離とは、ホスト国の文化への同化を否定し、自文化アイデンティティを守ろうとする変容である。境界化は、ホスト国の文化にもとけ込めず、自文化とのつながりも稀薄になってしまっている、いわば「根無し草」的な文化変容である。
　これを今日の在日コリアンの生き方に当てはめて考えると、境界化は少ないにしても、①日本国籍を獲得して日本人として生きる（同化）、②日本国籍を取得してもコリアンとしての民族的アイデンティティを大切にする生き方を追求する（統合）、③韓国・朝鮮籍を維持したまま在外国民として生きる（分離）、といった生き方が考えられる。今後、在日コリアンは個人としてどのような生き方を選択するかが問われている。

（写真１）アロハシャツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真２）ミックスプレート
[image: ][image: ]


出典大津和子編著（2014）『日韓中でつくる国際理解教育』明石書店


問１.「文化変容」についてどのようなものがあるか、二つ読み取りましょう。
	









問２.「文化変容」の事例としての「アロハシャツ」について読み取りましょう。
	







問３.「文化変容」の事例としての「ミックスプレート（プレートランチ）」について読み取りましょう。
	








＜イラスト資料の読み取り＞ハワイ日系人の「現在（いま）」と「過去（むかし）」

〔イラスト〕ハワイでの日系人の現在（いま）：食文化

[image: ]〔イラスト1〕ロコモコ　　　　　　　　　　　　    　〔イラスト2〕BENTO
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〔イラスト3〕スーパーマーケット①　　　　　　　〔イラスト4〕スーパーマーケット②
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〔イラスト5〕TOFU STEAK　　　　　　　　　　　〔イラスト6〕SUKIYAKI
[image: ]
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[image: ][image: ]〔イラスト7〕SAIMIN　　　　　　　　　　　　　       ［イラスト８］ミックスプレート

〔イラスト９〕PANCAKE　　　　　　　　　　　　　
[image: ]










イラスト１～６、８・９：澤津智子 作
イラスト７：栗山幸奈 作


問．〔写真〕のような今のハワイの食文化の中で、①「今もそのまま残っているもの（日本でも同じものがある）」、②「かたちは変わったが、残っているもの」、③「ハワイの文化とハイブリッド化したもの」、④「元々のハワイのもの」に分類してみましょう。

	①


	②


	③


	④



【海外移住資料館でのワークショップ】

〇展示を見学して記録しましょう。
	【事前学習から選んだテーマ（将来に残したい日本の「食文化」）】




	【見学コーナー１（　　　　　　　　　　）】






	【見学コーナー２（　　　　　　　　　　）】






	【見学コーナー３（　　　　　　　　　　）】






	【見学コーナー４（　　　　　　　　　　）】






	【展示見学後に問い直したテーマ（日本の「食文化」）】










【学びのプロセスの表現】
◎論理的な文章表現、直観的な韻文と解説、言語表現以外のイラスト表現と解説など自身が考えたことを一番表現できると判断したものを選択して、リフレクションをしましょう。

【単元を通して考え続ける問い】
◎紙芝居『弁当からミックスプレートへ』を観て感じ、展示や資料を見学したプロセスから、あなた自身が将来に残したい日本の『食文化』は何でしょうか？

＜表現方法の例＞
〇論理的な文章表現：レポートなどで学びの前・中・後のプロセスを論理的に記述してみましょう。
〇直観的な韻文：叙事詩、俳句、短歌、漢字１文字などで学びのプロセスの中で印象に残ったことを表現し、その解題を記述してみましょう。
〇イラスト表現：４コマ漫画などイラストで表現してみましょう。
〇解説：直観的な韻文orイラスト表現を選択した場合には、それらを論理と証拠によって自ら読み解く解説をつくってみましょう。

＜ルーブリック（評価基準表）＞
	
	すばらしい
	良い
	もう一歩

	【知識・技能】昔と今のハワイの食文化、紙芝居
	・紙芝居のよみききを通して、ハワイへ渡った人が生み出した食文化を背景とともに理解できている。
・将来に残したい日本の「食文化」を表現するための根拠となる多種多様な情報を集め、まとめることが十分にできている。
	・紙芝居のよみききを通して、ハワイへ渡った人が生み出した食文化を理解できている。
・将来に残したい日本の「食文化」を表現するための根拠となる情報を集め、まとめることができている。
	・紙芝居のよみききを通して、ハワイへ渡った人が生み出した食文化を理解できない。
・将来に残したい日本の「食文化」を表現するための根拠となる情報を集め、まとめることができない。

	【思考・判断・表現】文化の多様性の多様化、食のハイブリディティ
	・将来に残したい日本の「食文化」を表現するプロセスをロジカルかつクリティカルに考えることができている。
・将来に残したい日本の「食文化」について考えることで、文化がもつ多様性やその多様性の中にある多様化にまで考えがおよぶようになっている。
	・将来に残したい日本の「食文化」を表現するプロセスをロジカルかつクリティカルに考えることができている。
・将来に残したい日本の「食文化」について考えることで、文化がもつ多様性を考えている。
	・将来に残したい日本の「食文化」を表現するプロセスをロジカルかつクリティカルに考えることができない。
・将来に残したい日本の「食文化」について考えることで、文化がもつ多様性を考えていない。

	【主体的に学習に取り組む態度】自身の「文化観」の問い直し
	・日本の「食文化」から将来の日本社会とグローバル社会を想像・創造しようとする心構えができている。
・これまでの自分が思い描いていた日本の「食文化」を問い直し、自分自身の「文化観」に気づくことができている。
	・日本の「食文化」から将来の日本社会とグローバル社会を想像しようとする心構えができている。
・自分自身の「文化観」に気づくことができている。
	・日本の「食文化」から将来の日本社会とグローバル社会を想像しようとする心構えができていない。
・自分自身の「文化観」に気づくことができていない。


＜作品＞
	









































image4.emf

image5.emf

image6.emf

image7.emf

image8.emf

image9.emf

image10.emf

image11.jpeg




image12.emf

image1.png




image2.png




image3.png




